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『21世紀への対話』に臨んだ トインビー博士の歩んだ道

北 政 巳

1.は じめ に

A,J,ト インビー博士は20世 紀西欧世界を代表す る国際政治 ・歴史家であ り、また池田大

作博士はアジアを代表する宗教哲学 ・教育者である。 この二人が1972年5月 と73年5月 の4回

にわた り対談、その後の書簡の交換を結実させ、オクスフォー ド大学出版部から発行 した 『21

世紀への対話』(以下、対話 と略す)は 、今や世界の24力 国語に翻訳され、世界平和を渇仰する

人々への啓蒙書 として光彩を放っている。

日本を代表する歴史家であり英国経済史の碩学である角山榮博士(堺 市博物館館長)は 『対

話』出版30周 年を祝 し 「21世紀は文明の 『衝突』か 『共生』か」を発表 し、ハンティン トンの

『文明の衝突』で展開した 「西欧対非西欧」の構図を批判 し、真の世界構築のために トインビ

ーの 「多様な文明を受け入れ、多様な文明にもとつ く国際秩序こそが、世界戦争を防 ぐ最 も確

実な安全装置である」と再評価の必要を強調する(1>。

対談された トインビー博士と同名の叔父アーノル ド・トインビー(1852-1883年)は 、オク

ス フォー ド大学卒 の秀才で30歳 で急逝 したが、英国で最初 に 「産業革命」(lndustrial

Revolution)の 言葉を用いた著名な経済史家である(2)。 角山博士の許で英国(特 にスコット

ラン ド)経 済史を学んだ私は、学生時代からトインビー博士に尊敬 と不思議な親密感 を感じて

いた。

事実、池田先生が トインビー と対談された と聞いた1972年 秋の大学祭の時に、大学一期生の

学生有志数名 と社会科学研究会を発起 し、 トインビー博士の文明論を学び大学祭で公表 した思

い出がある。それから30年を経て、昨年から大学での新科目 「21世紀文明論」を担当すること

になり、学生への講義準備に 『対話』を再読 した。偉大な西洋と東洋の 「魂の対話」は、30年

を経ても色あせず、むしろ行き詰まった現代世界に大きな指針を与えて くれていると実感でき

た。そこで本稿は先ず トインビー博士の思想遍歴から対談に向か う流れを吟味してみたい。

2.ト インビー博士の著作 と彼に関する著作

トインビー博士は1889年4月 にロンドンで生まれ、7歳 でラテン語、10歳 でギリシァ語を学

び、英国最古のパブリック ・スクールのウィンチェスター校からオクスフォー ド大学の名門ベ

イ リオル ・カレッジに進んだ(3)。 その昔グラスゴウ大学教授で 『国富論』(1776年)著 者でも

ある古典派経済学の父A,ス ミスも卒業後に留学 した名門校である(4)。 トインビーは1910年

に卒業 したが、古典学習に極めて優秀な成績を収めて奨学金の延長が認められ、翌11年 に考古

学研究生 としてギリシァに遊学 した。1913年 に最初の結婚 をし、14年 に長男、15年 に次男が生

まれた。

1914年8月 の第一次世界大戦勃発の時に、 トゥキュディデスの 『戦史』を読み大きな影響を
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受 け た(5)。1918年 か ら彼 は英 国外 務 省 政 治 情 報 部 に 勤 務 、 英 国 外 交 に 関 与す る と と も に ロ ン

ドン 大 学 で 教 鞭 を とっ た。 そ して ドイ ツ人 歴 史 家0.シ ュペ ン グ ラ ー の 『西 洋 の 没 落 』(1918

-22年)に 啓 発 を受 け
、文 明 論 研 究 に進 む こ とを決 意 し、 さ ら に優 れ た ス コ ッ トラ ン ド人 歴 史

家E,ギ ボ ン の 『n-一マ 帝 国衰 亡史 』(1776-88年)に 示 唆 を得 て ロー マ 遺 跡 を探訪 した。 仕 事

面 で は 、大 戦 終 結 後 の1919年 パ リ講 和 条 約 会 議 で 活 躍 した 。1922年 に は3男 が生 まれ た 。

1925年 に王 立 国 際 問 題研 究 所(チ ャタ ム ・ハ ウス)研 究 部長 ・ロ ン ドン大 学 国 際 関係 史 教授

とな り、以 降26年 間 、56年 ま で 年 鑑 『国 際 問 題 大観 』(SurveyoflntθrnationalAff7aiTs)を

担 当 し、31巻 を執 筆 編 集 した 。1937年 に は47歳 の若 さで英 国 学 士 院 会員 に選 出 され た。1941年

に は王 立 国 際 問 題研 究 所 の 対 外 調 査広 報 部長 、1943年 には外 務 省 調 査 部長 に任 じ られ 、英 国外

交 中枢 に助 言す る立場 をっ とめ た(6)。

しか し本 質 的 に学 問探 究者 で あ る トイ ン ビー 博 士 は 、二っ の 大 戦 の 間 、冬 と春 は研 究 所 で 『年

鑑 』 を、 夏 と秋 は 『歴 史 の研 究 』 を執 筆 、!947年 以 降 は ア メ リカ ・nッ ク フエ ラー 財 団 の 支援

で 、 朝 は 自宅 で 午後 は研 究 所 で仕 事 を続 けた 。

1955年 には 王 立 国 際 問題 研 究所 と ロン ドン大 学 を退 職 、1956年 に は オ ク ス フ ォー ド大 学 ベ イ

リオ ル ・カ レ ッジ の名 誉 フェ ロー とな り、 以 降 、 自 らに課 した歴 史 研 究 の究 明 と公 表 活 動 に励

む こ とにな る。

トイ ン ビー の歴 史研 究 が い か に精 力 的 に され た か は 、彼 の著 作 で邦 訳 出版 され た もの だ け を

み て も、1957年 に岩 波 書店 か らの 『歴 史 の教 訓 』 に は じま り、『戦争 と文 明 』(社 会 思 想 研 究 会

出版 部 、1959年)、 『歴 史 家 の宗 教 観 』(社 会 思 想 研 究 会 出版 部 、 同 年)、 『世 界 と西 欧 』(社 会 思

想 研 究会 出版 部 、同年)、 『ヘ レニ ズ ム ーひ とっ の文 明 の歴 史 』(紀 伊 國 屋 書 店 、1961年)、 『ア ジ

ア 高原 の旅 一 民族 と文 明 の興 亡 一』(毎 日新 聞社 、1962年)、 『失 われ た 自由 の園 一現 代 ア メ リカ

論 』(毎 日新 聞 社 、 同 年)、 『文 明 の 実 験 一 西 洋 の ゆ くえ 一 』(毎 日新 聞社 、1963年)、 『現 代 人 の

疑 問 一二つ の世 代 の考 え方 一』(共 著 、毎 目新 聞 社 、1964年)、 『トイ ン ビー 著 作集 』(1)～(6)

(社会 思想 社 、1967年)、 『世 界 の名 著 第61巻 トイ ン ビー 』(中 央 公 論 社 、 同年)、TheMorld

andtheIfest(研 究社 小 英 文 叢 書 、1968年)、ThePresentdayθxpeLrienoeinJYesteznCivilization

(研究社 小 英 文 叢 書 、同年)、 『現 代 が受 け て い る挑 戦 』(新 潮 社 、1969年)、 『回想 録 』(1)、(2)

(社会 思想 社 、同年)、 『交 遊 録 』(社 会 思 想 社 、同年)、 『未 来 を生 き る 一 トイ ン ビー とあ な た の

対 話(続)』(毎 日新 聞 社 、1971年)、 『歴 史 の研 究 』 全25巻(経 済 往 来 社 、1972年)、 『死 に つ い

て』(筑 摩 書 房 、 同 年)、 『歴 史 の研 究』(1)～(3)(社 会 思 想 社 、1974年)、 『爆 発 す る都 市』

(社会 思 想 社 、1975年)、 『試 練 に立 っ 文 明 』(社 会 思想 社 、 同年)、 『目本 の活 路 』(共 著 、 国 際

PHP研 究 所 、 同年)と 出版 され た。

トイ ン ビー 博 士 は1975年10月 に ヨー クで 病 没 した が 、そ の後 も 『図説 歴 史 の研 究』(1)～(3)

巻(学 習研 究 社 、1976年)、 『地 球 文 明 へ の 視座 一 トイ ン ビー現 代 論 集 』(経 済 往 来社 、1983年)、

『現 代 が受 けて い る試 練 』(新 潮 社 文 庫 、2001年)が 出版 され た(7)。

トイ ン ビー の研 究 業 績 を め ぐ り、 多 くの 学 者 が 論 争 に参加 した 。 厳 しい評 価 を加 え た 人 達 も

い る。 そ こで 邦 訳 され た 研 究 書 を挙 げ る と、J.フ ォ ー ク ト 『世 界 史 の 課題 一 ラン ケ か ら トイ

ン ビー まで 一』(勤 草書 房 、1965年)に は じま り、 山本 新 他 『トイ ン ビー 著 作 集 』(別 一 トイ ン

ビー 研 究)(社 会 思 想 社 、!968年)、C,フ ラ ンケ ル 『近 代 人 の擁 護 』(東 海 大 学 出版 社 、同 年)、

山本 新 『トイ ン ビー の文 明 論 と争 点』(勤 草 書 房 、1969年)、 湯 川秀 樹 編 『平和 の思 想 』(雄 渾 社 、

1973年)、 平 田家 就 『トイ ン ビー研 究 』(経 済 往 来 社 、同年)、 山本 新 『トイ ン ビー の宗 教 観 』(レ!

グル ス 文 庫 、1975年)、 同 『トイ ン ビー の ア ジ ア観 』(レ グル ス 文 庫 、 同年)、 篠 田一 士 『現 代 の
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小 説 論 』(筑 摩 書 房 、同年)と 続 き 、さ らに彼 の死 後 も、山本 新 『わ か りや す い トイ ン ビー 』(経

済 往 来社 、1976年)、 同 『トイ ン ビー の歴 史 観 』(レ グル ス文 庫 、同年)、 務 台理 作他 『世 界 の大

思想 』(34)(河 出書 房 新 社 、 同年)、 山本 新 『トイ ン ビー の 中 国観 』(社 会 思 想社 、1978年)、 『人

i類の 知 的財 産 』(74)(講 談 社 、 同年)、 『世 界 の名 著 』(61)(中 央 公 論社 、1982年)、 湯 田豊 『ト

イ ン ビー と宗 教 』(北 樹 出版 、!984年)、A.ブ リッ クス他 『トイ ン ビー ・ホ ー ル の100年 』(全

国 社 会福 祉 協 議 会 、1987年)、 吉 沢 五 郎 他 『人類 と文 明 の ゆ くえ 一 トイ ン ビー 生誕100年 記 念 論

文集 一』(目 本 評 論 社 、1989年)、 『文 明 の転 換 と東 ア ジ ア ー トイ ン ビー生 誕100年 ア ジ ア 国 際 フ

ォ ー ラム 』(藤原 書店 、1992年)、 伊 東 俊 太 郎 編 『比 較 文 明 を学 ぶ 人 の た め に 』(世 界 思 想 社 、!997

年)、 レイ ブ ラ ッ ドペ リ 『二 人 が こ こに い る 不 思 議 』(新 潮 文 庫 、2001年)、 川 窪 啓 資 『トイ ン ビ

ー か ら比 較文 明へ 』(近 代 文 芸 社 、2003年)、 『現 代 と トイ ン ビー 』(ト イ ン ビー 市 民 の 会 会 報 、

同 年)と 続 い て き た(8)。 そ れ は20世 紀 の 生 ん だ 最 大 の歴 史 学者 ・文 明 論 者 で あ る トイ ン ビー

博 士 へ の畏 敬 と、 そ の後 の世 界 の複 雑 な 展 開 を論 理 的 に理 解 す る方 途 を 、 トイ ン ビー研 究 か ら

出発 し よ うと読 まれ 続 けて い る ので は ない だ ろ うか 。

3.ト イ ン ビーの宗教観

数多くの日本人学者も トインビーの思想 ・哲学理解に不可欠な要件 として、 トインビーの宗

教観に関心を示 してきた。彼は典型的な英国ヴィクトリア期の中産階級に生まれ、父方は!2世

紀以来の 「デ ィーンロー」(Danelaw)と 呼ばれる英国北方のキ・リス ト教にあり、大叔父バ リ・一一"

は福恩派(反 カ トリック)の 東インド会社の船長、叔父アーノル ドは先述の経済学者、父ハ リ

ーは社会事業家であった。母方は14世 紀以来 「マーシア」(Mersha)と 呼ばれるキリス ト教であ

り、母サラはケンブリッジ大学卒の歴史教師であった(9)。 川窪氏の研究によれば、 トインビ

ーは幼少年時代に処女懐胎や天地創造に疑問を感 じ、オクスフォー ド大学時代にはキリス ト教

教義に疑念を持ち 「不可知論者」になった。徹底した古典語教育を受けて卒業し、1913年 にギ

ルバー ト・マレーの娘 ロザリン トと結婚 したが、ロザリントは聖母マリアへの敬心から1933年

にカ トリックに改宗 した。

!946年 にはロザリン トと離婚 し、同年 ヴェロニカと再婚、その頃から 「高等宗教の研究」に

没頭していった。それは彼の 『歴史の研究』の1～3巻(1934年)、4～6巻(1939年)が 文明

論中心であったのが、7～10巻(1954年)、11巻(1959年)、12巻(1961年)で は、彼の 「究極

的精神的実在」(UltimateSpiritualReality)を 容認する高等宗教を求めての遍歴 となった(10)。

トインIr'・一一・はユング心理学に傾注し、そこから出発 して世界宗教論を希求する立場をとった(11)。

当初、 トインビー自身の関心事は学術調査 に基づく研究経験から文明論にあったが、次第に

「文明の基盤 となる高等宗教 とは何か」に向けられる。また自らが立脚する宗教基盤を肯定し

「世界教会は文明にとって癌ではない」と主張し 「高等宗教の制度化が教会」とした。 さらに

キリス ト教は 「解体したシリア文明とギリシア文明の文化的複合」 を背景に 「父なる神イエス

は民族的だが、全人類に開かれた宗教」として把握する一方、「処女降誕、復活、昇天、神の全

能性、人格神は信 じないが、愛は神であるを信 じる」 とした(12)。

他方、異教文化の根源 となるインド文明のヒンズー教、シリア文明のユダヤ教、イラン文明

のゾロアスター教、複合的文明のイスラム教に関心を持ち、調査 ・分析 を進めた。なかでもゾ

ロアスター教は 「歴史的高等宗教」として最も受入れ易く、善悪の闘いから分別する歴史観 に

賛同しながらも、いずれ も民俗神の限界を越 えず地方的性格が強 く、異邦人に排他的な宗教で

あり普遍的な宗教にはなりえないとした。またユダヤ教の 「ユダヤ人選民思想は知的 ・倫理的

一23一



『21世紀へ の対話』 に臨んだ トイ ンビー博士 の歩んだ道

に も大 き な誤 り」 と述 べ 、「ユ ダ ヤ人 をパ レス チ ナへ 帰す こ とが全 歴 史 の方 向 とは思 わ な い 」 と

した(13)。

しか しなが ら興 味 あ る こ とに 、 仏 教 に は 特 別 な 関 心 を向 ける 。彼 は 仏教 が 「法 」 を原 理 に全

人 類 に開 か れ た 宗 教 で あ る こ と を高 く評 価 す る。 しか し 自 らが キ リス ト教 徒 で もあ り 「仏 法 で

い う輪 廻(霊 魂 の 再 生)を 信 じな い 。 ま た エ ゴイ ズ ム を捨 て て も愛 や憐 欄 の 情 を 捨て る の は 同

意 しな い。 そ れ 故 に小乗 に は反 対 し、大 乗 の み を受 け入 れ る」 と した(14)。 トイ ン ビ ー の 『歴

史 の 研 究 』に よれ ば 、29個 の 高 等宗 教 が世 界 に 存在 す る こ と を見 い 出 し、そ こ か ら四つ の結 論 、

① 真 理 と救 済 の道 は ひ とつ で は な い ②魂 へ の示 顕 に 於 け る神 の 光 りの必 然 的 な 回析 か ら 「どの

宗 教 も精神 の 永 久 的要 求 をす べ て満 足 させ る こ とが で き る ほ ど普 遍 的 で は な い」、③ 各 高 等 宗 教

の 信者 は お 互 い に 共通 点 を認 め合 え ば 、そ こか ら 「世 界 平 和 の建 設 が で き る」、④ トイ ン ビー 自

身 は 「特 定 の宗 教 の み を信 ず る とい う立 場 を と らな い し、 ま た とれ な い との知 見 を得 た 」 を 導

い た(15)。

トイ ン ビー の精 神 史 を知 る た め 、80歳 以 降 の彼 の著 作 に 目を 向 け る と、 自叙 伝 として の 『回

想 録 』(Experlθnoθs,1969)、 歴 史 研 究 として の彼 自身 に よ る縮刷 版 『図説 歴 史 の研 究 』(AStudr

ofllistory,fllustrated,1972)、 『人 類 と母 な る大 地』(ManlcindandMotkerEarth,1976)、

ま た 幼 少 の 頃 へ の 回 帰 を 示 す 『コ ン ス タ ン チ ン ・ポ ロ フ ィ ロ ゲ ニ ト ゥ ス とそ の 世 界 』

(Const∂RtinθPoi"phvi"ogenitusand!lis〃br141973)と 、 最 後 の 書 『ギ リシ ア 人 とそ の 遺 産 』

(TheGrθeksandTheiziVeritages,1981)、 そ して彼 の宗 教観 をま とめた 生 前 最 後 の 論 文 「暗

中模 索 一 あ る歴 史 家 の宗 教 へ の接 近 一」(GroupingsintheDark,inAnHistorian'sApproach

toReligion,Sept,1973)が あ る(16)。

4.ト イ ンビーの文明史観

次に トインビーの文明史観の吟味を試みたい。 ヨーロッパでは、歴史を全体観で把握 し論理

化する試みは、4世 紀の聖アウグスティヌスの 『神の国』(DecrvitateDθi)や イブン ・ハル

ドゥーン ・ハ ドラミーの 『序論』、『世界史』に始まった。

トインビーの前に近代文明論を展開した先駆者 としてヴォルテール、へ一ゲル、マル クス、

ウェルズ、シュペングラーがおり、同時代にはマイヤー、ソu・-」eン、ガイル、P.バ クビー、

J.フ オク トがいる。 日本でも トインビv-一一・の影響下に山本新氏を中心とする文明論研究会が発

起され、比較文明史学が究められている(17)。

トインビーの文明論の定義は 「人類全体がすべてを包含する単一家族の成員 として仲良く一

緒に暮 らしてゆける社会状態を創 り出そ うとする努力」であり、そこは生産に直接的に関与し

ない専門家が居住 した都市を中心に結実されると観る(18)。

文明史研究家 トイ ンビーの構想す る方 向性 には、川窪氏によれば四つの特色、①偏狭的

(parochial)な ものか ら世界的(ecumenical)な ものへの方向、②文明中心史観から高等宗教

優先史観への方向、③歴史における因果律の解明への方向、④歴史家の霊感 と知識人の使命の

方向にあるとする(19)。

先ず最初に教会教区(parish)を 意味す る言葉 を比喩的に 「狭い」 とし、全キリス ト教会を

意味する言葉 を 「普遍的 ・世界的」と構想 した。それを 『図説歴史の研究』の序文に、「今、シ

ングルファミリーすなわち単一の家族に人類がならなければ、非常に危険である」 と書き記 し

た。現実には世界平和 を考えると、第二次世界大戦後の1945年 に51力 国であった国家数はナシ

ョリズムの対立から分裂 を繰 り返し漸増 してきた。 と同時に他方では、国連のような世界権威
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機構への国家権力の委譲方向を期待し 「世界政府」、「未来国家」の方向性を願望する(20)。

っまりトインビーは 「世界国家」(universalstates)を 願望するが、そこにはナショナル ・

ヒス トリー(民 族史)は 「理解可能な研究領域」ではなく、文明史こそが 「自己充足的な研究

対象」 とする構想がある。そして過去の歴史国家 と、そこに誕生 した高等宗教さらに異文化交

流による相互摂取のプロセスを挙げる。高等宗教がダイナ ミックスに新文明創造に優先すると

の思考に至る。 トインビー自身、『歴史の研究』の第6巻 までは 「高等宗教の歴史における役割

は、親文明の子文明に摂取する 『蠕』の役」と考えていたが、「文明社会の種の上に世界教会 と

いう高次元の種があるとすれば、文明の目的は高等宗教をうみだす手段 となり、高等宗教が主

役」 となった(21)。

そして彼は 『歴史の研究』の中で、現存する四つの高等宗教、ヒンズー教、キ リス ト教、イ

スラム教、仏教を比較研究 し、各々の頑迷 ・狂信 ・偏狭の欠点を排除 した 「開かれた普遍的な

宗教的立場」を宣揚する。 さらに17世紀以来、世俗化 してきた世界も、21世紀に向けて再び宗

教的な意義に目覚めると確信 し、意義を強調 した(22)。

次いで 「歴史における因果律(causality)を 史実を博引傍証しなが ら明瞭化」す る。しか

しトインビー 自身は自然現象には因果律を認めても、歴史事象においては否定する。やは りキ

リス ト教を基盤に思考する故に、人種や環境問題における決定論を否定 しながらも自身の60年

に及ぶ歴史事象研究の結果、「道徳的なカルマ(業)の 存在を認め、それによって人類の運命は

左右 される」との結論 に至る。そして 『図説歴史の研究』の最後に、「驕慢が没落の先導をする」

(pridegoesbeforeafa11)と 書き入れた(23)。「歴史家の霊感 と知識人の使命」は、彼の 『完

訳歴史の研究』第20巻 に、自身の真摯な学究の精進の姿を表明したものであった。さらに トイ

ンビーは長年の研究の中で 「歴史研究から形而上史学(metahistory)」 と進み 「研究の過程で、

私は 『高等宗教』の歴史は、この既知の枠組みの中では理解可能にすることができず、したが

ってそれまでの作業計画を逆にするとい う実験を試みなければならない とい う結論に達した。

私は高等宗教の観点から文明を説明することによって、文明の観点か ら高等宗教を説明するこ

とによって得たものよりも理解可能な歴史の図面を得ることができるかどうかを調べなければ

ならなかった」の立場に至る(24)。

そして 「組み立てた歴史の中に現れる進歩は、変幻 自在な現象である。それは原始生活の時

代には進化 として現れ、文明時代には 『救済的歴史』(Heilsgeschichte)と して現れ、文明時

代に続 く時代には終末論 として現れる」に行きっいた(25)。

トインビー自身は、文明史研究を通 じて 「知性 と霊魂の超合理的な諸能力との交響曲を目指

すべき」としたが、多くの専門家問では彼 自身の方法論の矛盾 と思想体系における内部分裂を

露呈した とされる(26)。さらに文明の衰亡や興隆の背景には、彼が好んで使った言葉 「挑戦 と

応戦(Challenge-and-Response)が あり、ギリシア、イス ラム、イン ド、中国等の文明が放射

性を周辺地域に与え、応戦を受けたプロセスを人類史で論証 しようとした ⑳ 。

5.ト イ ン ビー と 日本

トイ ン ビー は 三 度 来 日して い る。 初 め は!929年 彼 が40歳 の 時 、京 都 で開 か れ た 「太 平 洋 問 題

調 査 会 」 に英 国 代 表 メ ンバ ー で 来 目 した。 そ して 同年7Eか ら翌IHま で ヨー ロ ッパ 、 小 ア ジ

ア 、 西 ア ジ ア 、 日本 、 朝鮮 、 ソ連 邦 を訪 問 した。 次 い で第 二次 世 界 大 戦 後 、1956年 、 彼 が67歳

の 時 に国 際 文 化 会 館 の招 き で 来 日 し、2月 か ら翌年8Hま で南 米 、 ニ ュー ジー ラ ン ド、 オ ー ス

トラ リア 、 イ ン ドネ シ ア 、 日本 、東 南 ア ジ ア 、 イ ン ド、セ イ ロ ン、パ キ ス タ ン 、 中東 を訪 問 し
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た。

さらに1967年 、彼が78歳 の時、京都産業大学の招きで三度 目の来 日した。そして1969年 には、

目本政府から勲一等瑞宝章が贈 られた。角山博士によると、 トインビーの日本理解の転機は、

第二次世界大戦で焦土とな りアメリカ主導のキリス ト教文化の絶対的影響を受けながらも、 目

本が固有文化の独 自性を残続 しながら見事な近代化をなし遂げたエネルギーに驚嘆した以降と

する。 トインビーは世界各地を廻った際、キリス ト教文明が古代 ・中世 ・近代 ・現代 と世界各

地の地域文化を征服 した、またしている歴史を凝視 して侵略性に疑念を持ち、信ずるに足 りる

「高等宗教」模索を自らの哲学探求に課すに至った。

興味深いのは当初、「日本は中国文明の養子文明(若 しくは子文明)で 日本的分かれ(分 枝)」

を考えていた(28)。しかしフィリップ ・バグビーの 『文化 と歴史』(1958年)の 批判にも遭遇、

さらに自らの実見聞を吸収 し、『歴史の研究』第12巻 『再考察』(1961年)や 『図説歴史の研究』

第12巻(1972年)の 頃には、日本の文明を中国の衛星文明と言いながらも 「衛星文明はその文

化の起源 となった独立 した文明よりも、必ず しも重要性 と価値において劣るとは限らない」 と

の結論にた どりっく(29)。

そ して戦後の日本のダイナ ミックな復興を、 トインビー 自身が 「日本の 『謎』に直面しての

西洋の当惑は、一っの文化が、自らの文化侵略が当の犠牲者によって裏をかかれた時に感 じる

狼狽以外のなにものでもない。 日本は西欧に魂を奪われた と見せかけることによって、実際に

は西欧の侵略者を武装解除させたかもしれない。 日本における現在の文化的混合が発展 を遂げ

て西欧および土着の二伝統の特異な合成を生み出すかどうかは、現在の段階ではまだ考えられ

ない問いである。 日本 自身の世界への衝撃はまさに今はじまったばか りであ り、近い将来にお

いて確実に大間題となるだろうから」 と書き残した(30)。

つま り明治維新以降の日本を世界史的文脈の中で、西欧からの 「挑戦」に対応 した 日本の 「応

戦」 として把握 して大きな関心を寄せ、特に第二次世界大戦後に不死鳥のように独 自な再生 ・

発展エネルギーと調和性に目をみはり、それを大乗仏教に求めようとした。

ヨーロッパ世界では、 トインビーは彼の教会観 を含めてなにかと問題視 されたが、日本では

温かく受容 された。吉沢氏は 「ライフ ・ワークとなる世界史の包括的な研究を背景に、近代化

の明暗と教訓に学び、東西文明の相合 う目本の新 しい歴史的役割を強調 した」と総括する(31)。

6.ト イ ン ビーのSGl池 田会長へ のアプ ロー チ

トインビーの全体像 を探究す ると、三っの軌跡が見 られる。第一には歴史家 としての トイン

ビーであり狭隆なナシ ョナリズム史観や西欧中心史観を相克 して諸文明の等値の対比と貢献を

あとづけながら、新 しい世界史の構築を展望する。第二には国際政治学者 として、英国王立国

際問題研究所 を中心に世界政治 ・経済変動を凝視 しながら、一方での人類共和の相互依存のグ

ローバル ・システムの確立、他方での人間の尊厳 と第三世界 自立の確約を願望する。第三には
一人の求道者 として

、謙虚にキリス ト教の自己批判をしながら諸宗教の対話を通 じて、新 しい

時代の 「高等宗教」に至るプロセスを熱望する(32)。このような トインビーを 「常に眼前の人

ではなく未来の人に話 しかけていた」と評する研究者もいる(33)。

興味深いのは、 トインビーと京都の関係である。事実、京都大学人文科学研究所は トインビ

ーのいたチャタム ・ハ ウスをモデルに設立された。さらに京都大学の原随園、西谷啓治、深瀬

基寛、貝塚茂樹、桑原武夫達 との交友の中で盛んに大乗仏法を質問した ㈱。梅原猛博士は具

体的に 「トイ ンビー博士が創価学会にっいて強い関心を表明していた。 トインビーの言葉 を借
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りると今のキリス ト教にはとても、このようなエネルギーは残っていない。どうして仏教には

このようなエネルギーが残っているのかと言われたが、当時の自分達には(創 価学会 と)接 点

がなかった」 と書かれている(35)。

っまりトインビーは滞 日中、自らの研究の中で、大乗仏法のダイナ ミズムを発揮して個人 と

社会の共和を求めて発展する宗教に関心と興味を示 した。帰国後 自らが動けなくなっただけに、

英国から渇仰の気持ちで、創価学会を代表 される池田博士に招待状を出した。その会見の実現

経過を、池田博士 自身が 『中央公論』に紹介 されている(36)。

記録によると、1972年5月5日 、 トインビー博士 との対談がロン ドンの博士宅で昼食をはさ

んで2度 持たれ、9目 におなじく2度 にわたり持たれた。その後ホラン ド・パークを散歩され

た。池田博士夫妻は、この会談前後に、 トインビー夫妻の母校オクスフォー ド大学 とケンブリ

ッジ大学を訪問され、創価大学の未来構想 を練られたと聞いている。

翌1973年5月15日 に トインビー宅で対談を再開され、19目 まで4回 の対談をされた。その途

中の17日 に、博士招待でロン ドンのアセニウム ・クラブで昼食をとりながら歓談された。そし

て 「ニー世紀は生命の世紀となる」ことで同意 され、対談を出版 し世に問うことを決められた。

21日 には トインビv-一・博士から池田博士の恒久平和提言への賛辞 と感謝状が送られた(37)。

1974年6月13日 、創立者がパ リ大学訪問から帰国、創価大学を訪問された。グラウン ドにい

た私達若手教員へ寄ってこられた。車座 になって懇談された中で 「トインビー博士から会って

くれ と頼まれた人達なんだが皆さん、知っているかな」と紙切れを渡された。その場におり、

紙切れを見たが達筆な英語での7名 程の人名力Sあり、判読できたのは辛 うじてローマ ・クラブ

の会長ペ ッチェイ氏 くらいであった。いずれにしても池田先生は、 トインビー博士から 「世界

平和への対話の継続 ・拡大」を要請され、フランスのアンドレ・マルロー博士、ルネ ・ユイグ

博士達 との対話を開始された時であった。

1975年春、創価大学の在外研修で英国のグラスゴウ大学へ研究留学した私は、その年の5月

パ リとロン ドンでお 目にかかる機会を得た。特にロン ドンは、ペッチェイ会長との懇談後、 ト

インビー博士のお見舞いでロン ドンに見えサボイ・ホテルでお目にかかった。創立者御夫妻は、

その朝研究所 を訪問され博士秘書のオール女史に、完成 した 『21世紀への対話』特装版 と 「創

価大学名誉教授証」を託され、パ リへ戻られルネ ・ユイグ、マルロー博士と会談を続けた。

そしてモスクワを通っての帰国途中、5月27日 にモスクワ大学で 「東西文化交流の新 しい道」

を講演され、同大学名誉博士号 を受けられた。また同年12月 、第2回 目の中国訪問で、周恩来

総理と会見される。世界平和への新たな展開となった。

7.終 わ りに一対談か らの メ ッセー ジー

トインビー一が熱望した会談が実現した時、トインビー博士は83歳 、池 田博士は44歳 であった。

トインビー博士は、自らの世界遍歴の末に辿 り着いた未来を拓 く大乗仏法のエネルギーを学び

たく会見を申し込んだに違いない(38)。

角山博士は、この歴史的対談を再度熟読して 「世界の歴史と文化に通暁した トインビー博士

を前に、池田氏は旺盛な知識欲を発揮され果敢にまた謙虚 に学ぶ態度で臨まれる。大変な量と

内容を準備されたに違いないが、会談のなかで池田氏の披露する大乗仏教の核 ともいえる 『法

華経の思想 と哲学』を聞きなが ら、 トインビー博士の態度が 『知識 を披露する姿から知恵を学

ぶ姿勢に変化 した』 と読める。それは 『池田氏が博士にとって最も辛かった事は何ですか』と

尋ね、同博士が 『長男の自殺』 と答えた後に決定的 となる」 とされる。角山博士の分析は、 ト
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インビー博士が 「深遠な三世の生命の因果律」を聞き自らキリス ト教徒の限界点におきながら

も、対談の歴史的意義を踏まえて未来の世界平和への希求 ・創造を、池田博士に託す彼の信条

が読み取れる」 とされる(39)。

ここでは 『対談』の中味の評価 と分析は敢えて避けたい。なぜなら、私には未だ試みるに必

要な知識も哲学も充分でない と自認するからである。しか し、その問題意識をもって歴史研究

を研鎭 し、いっの日か挑戦してみたい。

そこで私 自身が経験 した四つのエ ピソー ド紹介をもって終わりたい。先ず私が創価大学の国

際部長の時代、来学し交流協定を結んだスペインのバルセロナ大学の著名 な政治学者でもある

ブリカル総長が、1990年5月 に池田博士 と会談した際、「池田博士。貴方 とトインビー博士の『対

談』は大きな歴史を開きました。 しかし対談 された時は 『冷戦』の最中で誰もが対話の時代が

来るとは思わなかった。あのまま冷戦が続けば『対談』はさほど関心を集めなかったでしょう。

何故、あえて出版されたのですか」 と質問された。その答 として 「私には確信がありました。

人類史の未来を考えると、対話による冷戦の消滅 しかない と確信しました。 トインビー博士も

合意され、私に世界平和への対話活動の推進 と拡大を勧めてくれました。今 日の出会いも、そ

のひとっ と思っています」と答 えられた。

次にいかに多 くの心ある知識人に読まれているかについてである。1990年3月 、ブエノスア

イレス大学の名誉学位授与式に大学理事の池田博正氏が代理受領される事になり随行した。そ

の時、同大学の0,シ ュベロフ総長に英語版 『トインビー対談』を謹呈した際、同総長は 「実

は妻が昨年のクリスマスに、書店で私へのプレセン トとして最適書を捜していた時、スタッフ

の方から勧められたそうです。読んでみて心が洗われて勇気が出ました。そこで名誉学位 を贈

る話が出てきたのです」と言われ、『対話』の読まれている広 さに感動 した。

また創価大学が1992年9月 に、シンガポ・一・`ル南洋学院 と共に第3回 環太平洋シンポジウムを

開催した時、同国を代表する南洋理工大学のリム ・チ ョンヤー博士が、その基調報告の中で多

くの聴衆を前に 「私は トインビー博士がシンガポールに来た時、自分の研究室に迎えたことが

あります。その後、京都大学図書館でアジア人 と彼 との 『対話』を見つけて感動しました。そ

して今回シンポジウムを開催するにあたり創価大学関係者から本をいただき、池田大作氏 と知

り喜んでいます。あの時 『対談』の中で今後の中国とベ トナムの未来にっいて大変評価されて

いることに感銘を受けました。まさに世界の歴史は、その方向に進んでいます」と発言された。

その1年 あと、来 目した際、 リム ・チ ョンヤー博士夫妻は池田先生と初めて会談された。

また1995年11月 に、池 田先生がマカオ政務長官ランジェル博士一行 と香港SGIセ ンターで会

われた時、マカオ大学のポル トガル人で医学者のマカオ大学総長M.フ ェレーラ博士がいた。

式典で池田先生に挨拶 して後、サイン入 りの英語版 『対談』を受けとられた。その後に近 くの

ホテルで喫茶 ・懇談 した時、フェレーラ博士が興奮気味に 「今の方が池田博士ですか。これは

サインです よね。実は、昔パ リのパスツール研究所にいた頃 『対談』フランス語版を書店で見

っけて読み、感動しました。そしてリスボンへ戻 り、ブラジルで出版されたポル トガル語版を

読みました。私は、てっきり対談者 も同年齢 と思っていました。それだけに今 日、ご本人にお

目にかかり、しかもオリジナルの英語版にご署名までしていただき感激しています」と言われ

たのを聞き、不思議な感動を覚えた。

さらに1996年5月 に、来 目したコスタリカ共和国のフィゲレス大統領と会見された。一行は

大統領以下、彼の母 さらに数人の閣僚 もこられた。ちょうど池田博士がキューバの後コスタリ

カを訪問されることが決まっていた。池 田博士が大統領の父君の偉大な功績から同国の平和政
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策を讃えられた時、フィゲレス氏が 「一言、発言したい」と立ち上が り、「私はちょうど、 トイ

ンビー博士 と会談された時の池田先生 と同じ年齢です。先生が トインビー博士に会見 されたよ

うな優秀な弟子にはなれませんが、精一杯見習っていきたいとお 目にかかる前から考えてきま

した。キューバの帰 りに我が国に立ち寄 られる時、私は一介の青年探究者 としてお 目にかかり

ご指導を受けたい と願ってお ります」と言われたのを見て深い感動を味わった。

角山博士は 「少なくとも日本人の関与 した本で、これほど多 くの言葉に翻訳され読まれてい

る本は他に例をみない。この事実を凝視すべきである」 とされ、この本が 「現代世界への平和

への指南書」 と評価 される。つまり 『21世紀への対話』は、既に24力 国語に翻訳 され、世界の

多くの人達に読まれる。それは 『対話』をされた二人の偉大な西洋 と東洋の魂の平和を求めて

の 「遙遁」であり、人類史の平和構築へのメルク ・マール となり光 り輝きを増 していることを

表すのではないだろうか。

っま りトインビー博士は、人類の未来のあるべき社会を求めて研究 ・旅行 して、あるべき文

明、さらに基盤 となるあるべき 「高等宗教」を求め続けた。そして最後に日本の大乗仏教、さ

らに就中、創価学会にゆきっいた。また池田博士と対談 して、創価学会の哲学 とエネルギーに

感嘆し、未来の人類の平和社会構築における、その役割を確信 した。そこで池田博士に、さら

なる 「真なる大乗仏教の覚醒運動」を期待し、自らの友人との対話運動を要請 した。他方、池

田博士は先師である牧口 ・戸田両先生から継承した創価学会運動をどのような形で世界に宣揚

していくかを模索されていた時、 トインビー博士に会ったことになる。

トインビー博士は、その時すでに創価学会の運動力弐、池田博士の哲学的解釈に導かれ 日蓮仏

法の本義のエネルギーを発揮し、世界の平和文明の構築に貢献することを予見していたのでは

なかろうか。っま り創価学会が未だに日本また 日本人に限定された宗教団体と考えられた時代

に、トインビー博士は既に今 日の池田博士の指導のもと世界187力 国に容認 され世界の民衆に平

和 と幸福へのエネルギーを送る 「高等宗教」を基調 とする教育 ・文化団体と成長することをも

展望 していたことになる。

(注)

(1)角 山榮 「21世紀文明の 『衝突』か 『共生』か」(『週間読書人』2003年7月26日 所収)5面

(2)彼 はロン ドンのス ラム街改良運動 を進 める社会改 良家 と して知 られ る。村 岡健次 ・川 北稔編 『イギ

リス近代史 一宗教 改革か ら現代ま で一』(ミネル ヴァ書房 、1986年)56頁 。またホ ブハ ウスは 、彼 を 「自

由な 自由主義の創 始者」 と評す る。毛利健三 『イ ギ リス福祉 国家 の研究 一社会保 障発 達の諸 各期 一』

(東京大学出版会、1990年)182頁

(3)W・H・ マ クニール 『アー ノル ド ・J・ トイ ンビー、 その生涯』 が数 多 くの邦訳 されたが、最近の

ものに浅 田実rA・J・ トイ ンビーの人生か ら学ぶ」(そ の一)(『 創価 大学 人文論集』第15号 、2003

年)13-16頁 があ る。

(4)拙 著 『ス コッ トラン ド ・ルネ ッサンス と大英帝国の繁栄』(藤原書店、2003年)114頁 。

(5)ト ゥキュディアスは人類 に 「世界史」 とい う概念 を与 えた。(W・ ウッ ドラフ,原 剛他訳 『概説現代

世界の歴史』(ミ ネル ヴァ書房、2003年)1頁 。

(6)山 本薪 『トイ ンビー研究 一 トイ ンビー著 作集 別 一』(社 会 思想 社、1968年)264-274、336-338

頁。

(7)こ れ らの書籍は創 価大学 図書館蔵である。翻訳出版順 に並べてみた。

(8)同 様 に大学所蔵である。翻訳 出版順に並べてみた。

(9)川 窪啓資 『トイ ンビーか ら比較文明へ』(近 代文芸社 、2000年)26-28、35頁 。
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(10)湯 田豊 『トイ ンビー と宗教』(北 樹出版 、1993年)29、97、108頁 。

(11)『完訳 歴史の研 究』第15巻(経 済往来社、1972年)692頁 。

(12)『 回想録』第1巻(社 会思想社、1970年)196頁 、同第2巻15頁 。

(13)吉 澤五郎 『世界史の回廊 一比較文明の視点一』(世 界思想社、1999年)259-268頁 。

(14)深 瀬基寛 『歴史 家の宗教観』(社 会思想社 、1959年)に 詳 しい。また 『完訳 歴史 の研 究』(経 済往

来社、前掲)第15巻591-624頁 。

(15)最 晩年 の トイン ビーの宗教観 は、『暗 中模索』のプロセスは229-321頁 に、結論は303、309頁 の図に

表 される。

(16)ト イ ン ビー文明論が残 した遺 産は大きい。同時代の歴史家 には厳 しく批判 され たが、彼 の文明論は

現在の社会科学研究 に大きなモデルを与えた。秀村欣二監修 『文 明の転換 と東 アジアー トイ ンビー生

誕100年 アジア国際フォーラムー』(藤原 書店、1992年)に 世界各 国で の研究動 向が集 め られている。

ま たA.G.フ ランクが トイ ンビー文明論 をふま えて東洋 に関心 をもち 『リオ リエ ン トーアジア時代

のグローバル ・エコノミー』(藤 原書店、2000年)22、48頁 。

(17)神 川正彦 『比較文明の方法 一新 しい知のパ ラダイ ムを求 めて 一』(刀水書房、1995年)50-63頁 参照。

(18)『 図説 歴 史の研 究』第1巻48頁 。ま'た、堤他訳 『様式 と文 明』(A,ク ローバ ー著 創 文社 、1983

年)が 参考 となる。

(19)川 窪先掲書82頁 。

(20)こ の世界 国家への トイ ンビーの気持 ちは、『二十一世紀へ の対話[中]』(聖 教 ワイ ド文庫、2003年)

第4章 「一つの世界へ」169-204頁 参 照。

(21)ト イン ビーは 「宗教再興」の気持 ちを、毎 日新 聞(1953年 元旦号)に 「五十年 後の世界」 とい う論

文 として寄稿 している。

(22)深 瀬基寛訳 『試練 に立つ文明』(社 会思想社、1975年)7頁 。

(23)『 図説 歴史の研究』第3巻142頁 。

(24)『歴史 の研究』第23巻1205頁 。

(25)同 上1212頁 。

(26)同 上1217頁 。

(27)挑 戦 と応戦 にっ いて、池 田博士 は、 トイ ン ビーの言葉 を思い出 しなが ら 「試 練 とい う 『挑戦』 に勇

敢に 『応戦』せ よ」 と、そ こに新 たな創造 の源泉 がある と観 る。(池 田大作 「読書 の力」、『聖教新 聞』

3面 、2002年10月19日)こ の考 え方 は多 くの歴史 家が使 い、現代 を代表す る社 会科学の枠組み となっ

てい る。大橋洋 一訳 『文化 と帝国主義』(E.サ イ ー ド著、みすず書房)第1章 「重 な りあ う領土 、か

らま りあ う歴史」、また 山下範久 『21世紀 の脱=社 会科 学新 しい学 』(藤原 書店 、2001年)第8章 「社

会変動 」等 に用い られている。

(28)『 歴史の研究』原著 第10巻 まで理解 とされ る。川窪先掲著245頁 。

(29)『 歴史の研 究』第23巻1029頁 。それは 『再考察 』(1961年)や 『図説 歴史の研 究』(1972年)頃 か

らであ り、や は り日本滞在 での大乗仏教の工埼「ル ギー を見た結果で あろ う。

(30)『 図説 歴史の研究』第3巻 、45頁 。

(31)先 掲 『文 明の転換 と東 アジア』249頁 。 また角 山博士は、視 点をかえ 目本 が薪 しい時代 のルネ ッサ ン

スの 中心であ るとされ る(角 山榮 『アジア ・ルネ ッサ ンス ー勃興す る新 ・都 市型 文明一』、PHP研 究所 、

1995年)98-114頁o

(32)1939年 までの 『歴史の研究』第6巻 までは文明 中心史観で書かれたが、第7巻 以 降は高度 宗教優先

史観か ら書かれ、特 に同第7部 「世界教会」に向けられている。

(33)湯 田先掲書15頁 。

(34)角 山先掲(『週 間読書人』)5面 。

(35)『 世界 に拓 く関西創価学会』(聖 教新聞関西支社、1982年)113頁 。
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(36)ト イン ビー博士か らの最初の招 待状は、1969年9月23日 付 である。帰国 され た直後に 「トイ ンビー

博士 との5日 間」(『中央公論』1973年8月 号201-209頁)が あるが、最近 「トイ ン ビー博 士 との語

らい」(『聖教新 聞』2002年5月4日3面)を 回想 的 に書かれてい る。また英国SGI機 関紙(ArtofLiving,

May2002)に 会見30周 年記念 として特集が組まれている。

(37)ト イ ンビーはベ トナ ム戦争に対す るアメ リカ政策批判 を展開、それ に反論す る ライシ ャワー駐 日大

使 の反論が、別冊 『潮』昭和42年 秋季号 に収録 される。

(38)池 田博士の トイ ンビー宅訪問の1週 間前 に麗澤 大学の廣 池千太郎博士一行の訪 問を受け てい る。 こ

れ は トイ ンビー博士が英国か ら日本の思想 ・哲学 を学び た く招聰 状をだ した結 果 と思われ る。川窪先

掲書155-157頁 。

(39)角 山先掲参照。
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